
日 程

会 場

主 催

令和3年 6月 22日(火) 13：50開場
①セミナー14:00～14:50 ②操作研修（ハンズオン）15:00～17:00

対 象 ①DXに関する理解を深めたい経営者・ユーザー部門・IT推進
②DXを顧客に提案したい方（営業・SE）

一般社団法人 宮城県情報サービス産業協会

オンライン開催（参加者には追ってURLをご案内します。）

DXを推進していくには、ビジネスを行う現場部門がデジタルツールを理解して利活用・推進していくことが近道です。
本体験会では、操作性の評判も良く、導入実績が豊富な4つのデジタルツールの体験会を行います。
※短時間（各30分程度）でツールの説明と簡単なハンズオン（もしくはデモンストレーション）を行います。
操作体験をされる方も事前準備は不要となります。見学のみでの参加も可能です。

講師：ツール提供メーカー各社（リレー形式）

DXに効く！デジタルツール オンライン体験会 15:00 ～
17:00

先が見えない経済・感染症などの新しい働き方への対応・競争力の強化にはDX（デジタルトランスフォーメーション）の推進が
必要不可欠です。新たなビジネスの立ち上げに加え、「テレワーク」「労働力不足」「生産性向上」などの課題に対応していく
ためにはデジタルの活用が有効です。ここ数年で宮城県・東北地域においても企業のDXに対する関心が急速に高まっています。
本研修では、デジタル化をとりまく現在の状況を体系的に理解する講義と、実際に現場部門で取り組んでいくために有効なデジ
タルツールの体験会の2部構成でお送りします。

DXの本質の理解とデジタルツールと共存する働き方

第２部

14:０0～
15:０0

講師：日本RPA協会 理事 林 淳一 氏

DXを進めて企業が競争力を高めていくにあたって、大きな注目と可能性を秘めているのがRPA（ロボティック・プロセ
ス・オートメーション）です。人手不足への対応と事業の推進にあたって新たな労働力であるRPAと、現場主導で推進でき
る体制の確立が急務です。日本RPA協会の理事として、RPAの普及やデジタル人材の育成に取り組む林淳一氏が日本全体を
取り巻く現在の状況と、宮城県および東北エリアでの実践事例をご紹介します。

●アジェンダ：
・DX（デジタルトランスフォーメーション）の本質を考える
・RPA市場の状況と活用フェーズ： 『期待期』から『幻滅期』と『安定期』の2極化
・デジタルレイバーと共存する働き方
・現場主導型の推進と適用業務の見極め方
・東北地域で取り組む企業の実践事例のご紹介

DX（デジタルトランスフォーメーション）
実践研修・オンライン体験会

備 考 参加費：無料 （定員30名程度）

Bizrobo!
（RPAテクノロジーズ社）

BizRobo! OCR
（RPAテクノロジーズ社
/協賛：NTT東日本社）

kintone
（サイボウズ社）

マネーフォワードクラウド
（マネーフォワード社）

◇申し込み先・・・右のQRコードよりお申し込みください

◇お問い合わせ先：マインドアクセス 今野
MAIL：t_konno@mindaccess.com 

令和3年度 MISA技術研修

日本RPA協会 理事 林 淳一 氏

＜申し込みページ＞

第１部


